



























し,ノー トルダム清心女子大学講師 杉能 道明先生から｢言語活動を生かした節教科の授業改
革｣,岡ILl大学教育学部附属小学校 帽■酒 亜希子先生から｢帰納的な考えを牛かした授繋作り｣に
ついての発表および協議を行ったこと,｢魅力ある欝救･数学教育のあり方｣をテーマに,岡山大学
大学院 福田 博雅准教授を司会とL,岡山大学大学院教授 黒崎東洋郎先生,岡山大学大学院
























































































剛 E｣大学大学院唯教授 福田 博雅先Jt.からr新しい算数･教学の授業デザインを考えるJ,岡山



























































































































日 時 平成25年6月1日(七) 14:00-1600
場 所 岡山大学教師教育開発センター
参加者数 34名
く 話 題 1 > ｢数学的な探究と算数･数学の自由研究｣




< 話 題 2 - ｢中学校数学における授業改善｣





話 題 3 > ｢操作と数学的な考え方の一体化を図る算数授業｣







平成 25年 10月 1日
岡山大学尊敬 ･数学教育学全
会 艮 黒 崎 東 洋 郎
(岡山大学大学院教授)
平成25年度岡山大学算数･数学教育学会公開研修会のご案内
ひんや りとした秋気が心地 よい季節 とな りま したC 先乍方におかれ ま しては､ます
ます ご清祥のこととお慶び 申 し上げます′つ
さて､岡山大学算数 ･数学教 育学会 では､毎年､談話会や論文発表 会を開催す ると
ともに､学会誌 rパ ピルス ーを発行 し､算数 ･数学教育の推進に務めてまい りま LT-.
この度､本学会の二十周年を記念 して､学会員以外の先/Jz方 もnFI=Iに参加 できる ｢公
開研修 会｣を下記のよ うに計画 いた しま した
多 く0)先生方 とともに算数 .牧草教育 を語 り合 える機 会にできた らと考 えてお i)読
すので､ 日々ご多用 とは存 じますが､ こ参加のほどよろ しくお願 い申 し とげます｡
記
1 期 日 平成 25年 11月 28日 (木)
2 会 場 I請=JJ市立大JC小/Lr'佼 岡山市北は大元J一町 9-43
TEL 086-241-8562
3 参加費 無 料




14 30-15 15 研究協諺会
15 30-16 30 講演会
横浜国立大学教授 石 m淳 先生
5 その他 ○ 参加 ご希望のyr;生は､屯子 メールか FAXで事前申込をお斬
いしよす .






O 岡山県教育委員会 ､岡山T17教 育委員会 ､倉倣ホ教育委員会等





1. 日 時 平成 25年11月 28日 (木)
2. 対象児玉 岡山市立大元小学校 第5学年E組 (33名)






































折った回数 1 2 3 4 ○ 6 7
･折る回教が増えるごとに､長方形u)放rtl増えていく｡
･折るHTrll敏をlLF.11円えるごとr､長方形(I)数は前(n故の2
倍になっていく｡
･長方JFZの数が2･4･8･16と増えていくく,
･(長方形cJ)敬)-2×2
＼- 一ヽ一一J
折ったr･,｣牧だけ2をかりる
4,きまりの理由を考え､説Rjlする(,
I(細を実際に折 りながら)紙をlLiJ折ることに､長方形
Lr)教は2倍になっていくO
･だか1‡'､前の長方形の故の2倍になっている.
5,過,rR間頓を解 くo
7E司折ったときの折 り目の数は何本かな･～
･折ったIrj]数 ごとに見ていくと､折り目の数はいつ と､艮方
形の教より1つ少ない｡
･折り目は､長方形と長方形の関に(む)るから､長方形の敏
よりも1つ少ないだ｡
･楯木簡だ_
6,本時の圭とめ ･ふりかえりをするし,
･表にまとめるとき去りがわかった｡
･表を縦に見たり､横に見たりするときまりが見つけるこ
とができたo
･バラバラではなく､順々に&,-えていくときまV)がわかっ
た O
○間越場面をしっかりと理解させるた糾 こ､
折るという操作的活動だけでなく､デジタ
ル教科碁を用いて確認する｡
○自分の考えを説明できるために答えだけで
なく､相手を意識 し､わかりi(｣すい数学的
表現 もしっかりとノー トに書かせる｡
〇日分と他者a)つながりを考えろために他 者
との肘頭,･京や相違点を整理させる⊂
○デジタル教科井を使い､答えを確認するu
1:Li-艮方形の数のきま!')を見つけ､表や式や
言農などの数学的な表現を川いて考え､
説明することができている｡
○ どうして.そのようなきまりになる〟)か､
折り紙を操作させなかIL､考えさせ､説uJ]
させ ろ .ノ
○良万形の敏と関連伸 ナて､考えさせる.
(⊃学びを確かにするために､自分の高まり･
友だら〝)⊥さについて､数学的表現を文章
化し､授業を振り返らせるC
ー 82-
